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会社全体で新入社員を育成する
そのために必要な

OJTトレーナー研修

管理本部管理センター人事グループ
人材育成担当
辻　芳枝 氏

丸善株式会社

会社プロフィール

創業明治2年。138年の歴史を誇る丸善は、事実上日

本の株式会社の第一号。書籍・雑誌、事務用品などの

販売のほか、出版業、文化施設の建築・内装、学校教育

事業に関する経営コンサルティング業務、図書館業

務のアウトソーシングなど、業務は多岐に亘る。

実施概要

新入社員研修として新入社員24名に「セルフマネジ

メント・スイッチ研修」を実施。さらに、新入社員が現

場に配属なる前に、新入社員を受け入れ指導する立

場となる23名に「OJTトレーナー研修」を実施。

　私が人事部に異動になったのは昨年の夏で

した。そして8月、1人の新入社員が退職してし

まったのです。これに私は、非常にショックを

受けました。退職したのは、3か月の見習期間を

経て、7月1日に初めて顔を合わせたとき、「な

んか変だなぁ」と感じた、まさにそのメンバー

でした。これからいよいよ配属されるという時

期に、活躍するぞという覇気がないように思え

たのです。

　そう感じていたのにも関わらず、結果的に私

は退職を防ぐことができなかったことが残念

　さらに今回、新入社員の行動変容を確かな

ものにするために、新入社員に「セルフマネジ

メント・スイッチ研修」を実施するだけでなく、

彼らを受け入れる現場のメンバーに「ＯＪＴト

レーナー研修」を実施しました。私自身が人事

に配属される以前、現場で新入社員を迎える

立場に長くいたこともあって、「研修では人は

育たない。現場で人は成長する」と実感してい

たからです。人材育成には、現場と人事が一体

化することが重要だと考えています。

　この10年、経営環境が厳しかったこともって

当社の社員教育が手薄になっていたこともあ

り、ＯＪＴトレーナーの教育そのものが形骸

化していた反省もありました。

　新入社員研修では、研修2日目に確かな手応

えを感じました。理解したことが実際にはでき

ないと感じた瞬間、新入社員の顔つきが変

わったのです。

　もっと感激したのはＯＪＴトレーナー研修の

方です。24名の新入社員を迎えるそれぞれの現

場から１名、計23名の方々に参加してもらったの

ですが、受講者全員が「参加して良かった」、「来

年も続けるべきだ」と評価してくれました。

研修序盤には、「なぜ忙しいのに自分がここに

呼ばれたのか？」といった雰囲気も感じられた

のですが、すぐに「自分自身の成長のために役

立てよう」、「新人によい影響を与えられる存在

になってみたい」という意識に変わってもらえ

ました。部下育成についての具体的な方法論も

もちろんですが、指導される新入社員と全く同

じプログラムの内容を指導する側が完全に情

報共有できたことが良かったようです。

　人事と現場の情報共有も密になりました。新

入社員の成長を社内全体で支えるしくみがで

きつつあるという手応えも感じています。来年

以降もこの研修を続けていきたいと考えてい

ます。

でした。しかし、どうしたらいいのか、その術が

わからなかったことも事実でした。

　どこの企業も同様ですが、当社を取り巻く環

境も変化し続けています。インターネット書店

の出現をはじめ、メディアの多様化や本を取り

巻くさまざまな問題。さらに正社員とパート・

アルバイトといったスタッフの比率も、私が入

社した当時は２：１でしたが、今や１：２。文化

の担い手の手伝いをしたいという夢を持って

入社した社員の仕事は、実はスタッフのマネジ

メントというのが現実です。新入社員に限ら

ず、自ら考え行動する人材を育成することが、

人材育成担当の使命であることは強く認識し

ていました。

　そんな時、目にしたのがシェイクのＤＭでし

た。普段はＤＭに目を通すことはあまりないの

ですが、その時は開いてみようと思ったのは、

「自律」というキーワードに惹かれたのだと思

います。

　早速体験セミナーに参加しました。そして、

「現場で役立つ実践的な研修を提供する」とい

う点に共感しました。私自身が抱えていた問題

意識を明らかにしてもらった上で、どう解決す

べきかを示してもらったように思ったのです。

従来の育成方法を踏襲するだけでは問題は解

決しないという焦りや不安は、私だけが抱えて

いたのではないという安堵感も得ることがで

きました。

指導する側がされる側の学ぶ内容を
理解することが現場での成長を促す

人材育成に必要な
現場と人事の一体化

従来のやり方では解決しない
という焦りや不安

今年、初めてシェイクの研修を導入した丸善。
「従来の研修では抱えている問題は解決でき
ないと思った」と、人材育成担当の辻芳江氏
は話す。個々の新入社員のこの点に留意して
もらいたいという要望に、講師がきめ細かく
対応してくれたことに感激したとも。「他社
との比較も含め、研修講師による詳細な実施
報告書も参考になった」と評価して下さった
辻氏に、研修について伺った。

研修を導入したきっかけを
教えてください。

研修を実施して
いかがでしたか？
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（株）シェイク ソリューションパートナーBU

研修による成長 現場での定着化
学生と社会人の違いを深く認識し、自ら高い基準値を設定する習
慣付けを行う。今後どのようにしていけば現場で活躍できるか、イ
メージができている状態をつくる。シミュレーションで実践したも
のを振り返り、自分の強み、弱みを理解した上で、更なる飛躍へ

現場での実践を促す仕組
みを通して、何度も実践、
試行錯誤を行い、使える
力を身につける

　自分に新人を育成することができるのか不安でしたが、新人と共通の認識をもつ術ができ、うま
くコミュニケーションをとっていけるのではないかと思っています。自分の中で感覚的に覚えてい
ることなどを言葉で表せるように努力していき、ゴールを目指してがんばろうと思います。
　「新人の成長が自分の成長につながる」「はじめの上司・先輩の影響はビジネスパーソンである限
り続く」というのが、非常に大きな印象を受けました。テクニカルな面では受けた研修に忠実に実
行するつもりです。精神的にタフな新人を育てたいです。

プロジェクト
全体像

プロジェクト
全体像

プロジェクト
全体像

受講者の声受講者の声受講者の声 「新人育成の重要さを感じた」

　人材育成について、体系的且つ実践で使える内
容であり、大変参考になりました。GPDCAの考え
方、それぞれの実施方法をケースを使用して学ん
だので、OJTに活用したいと思います。
　基準値作りの部分。自分自身では、「いいのか
な？」と感じていた部分がすっきりしました。今、
新人が考えていることを共通言語として認識でき
たことは非常に有意義でした。

「育成の基本を学ぶ事ができた」

　仕事を進める上で自分でも参
考になることが多かったです。
新人さんたちと共通の土台に立
てたように思います。
　改めて自分の仕事を振り返る
機会となり、自分の仕事のやり
方で足りない点、改善しなくて
はいけない点が分かりました。

「自分のためにもなった研修だった」
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セルフマネジメントSWITCH

（セルフマネジメントSWITCH編）

１日目　ケーススタディ

社会で活躍するために必
要なGPDCAという行動
特性を、リアルなケースを
もとに体感していく

OJTトレーナー

「セルフマネジメントSWITCH」
を受けた新人に対して、どのよう
に対応すると成長し、モチベー
ションがあがるか理解する

2日目　シミュレーション

1日目で学んだ内容を、擬
似現場環境で実践するこ
とで、「わかることとできる
ことは違う」を実感する

上司からの
働きかけ

「セルフマネジメ
ントSWITCH」の
内容を把握してい
る上司が、新人に
的確に働きかける

新人が受けた研修
を理解し、トレー
ナーとしての最適
な接し方をマス
ターしている


